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Effects of plasma activated solutions targeting mammosphere-derived cells  
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はじめに 根治を目指したがん治療応用研究において、治療抵抗性を有し、がんの転移・再発の

要因として考えられるがん開始細胞(CIC)への殺傷効果を評価することは重要である。著者らはこ

れまでにプラズマ活性乳酸リンゲル液(PAL)を開発し、その成分分析や、脳腫瘍培養細胞への抗腫

瘍効果と作用機序を報告してきた[1]。私は、この新たながん治療法である PAL においても CIC 殺

傷効果を調査する必要があると考え、本研究を着想した。本研究では、ヒト乳腺がん細胞株(MCF-7)

を用いて、より生理学的環境下に近い細胞球塊であるマンモスフィア(MS)を形成し[2]、CIC を多

く含むと予想される MS を解離した MS 由来がん細胞(MCF-7 MS)と単層培養したがん細胞

(MCF-7)に対して PALを投与し細胞生存率の比較から PALに対する感受性の違いを検討したので

報告する。 

実験方法 MCF-7 はMS形成のため無血清・非接着条件下で 7日間培養した。PALは、プラズマ

噴出口と液面との距離が 4 mmとなるよう 10 mlの乳酸リンゲル液を設置し、電圧 15 kV、周波数

60 Hz、ガス組成 Ar 80 %、O2 10 %、N2 10 %の条件で生成されたプラズマを 5分間照射することで

作製された。作製した PAL を乳酸リンゲル液で 4 ~ 512 倍に希釈し、MCF-7 MS およびMCF-7に

投与した。2 時間後、PAL を細胞培養液に交換し、PAL 投与から 24時間後に MTS アッセイを行

い細胞生存率を測定した。  

実験結果 Fig. 1 に PAL 投与による MCF-7 と

MCF-7 MSの細胞生存率の測定結果を示す。両細胞

において PAL が細胞を殺傷していることが分かっ

た。MCF-7 MSは PAL 32倍希釈と 64倍希釈で細胞

生存率に有意差が現れた。一方、MCF-7 は 64 倍希

釈と 128 倍希釈で細胞生存率に有意差が現われた。

以上より、CIC がより多く含まれると考えられる

MCF-7 MS は PAL への感受性が低いことが示唆さ

れた。 
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Fig.1 Cell viability after PAL treatment  
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